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Hans-Ludwig Günther, Die Ordnungswidrigkeit―Delikt ohne unmittelbar








































語上の食い違いである。秩序違反法 1 条 1 項は所為 (Tat) の代わりに行為
(Handlung) と，有責な (schuldhaft) の代わりに非難可能な (vorwerfbar) と，ま








































































































Rudolf Rengier, Korkengelder und andere Maßnahmen zur Verkaufsförderung







Strafbare Werbung durch Unterlassen, in : Festschrift für Harro Otto, 2007, S. 727-
741 を発表され，さらに2010年には，不正競争法のコンメンタールである Fezer
(Hrsg.), Lauterkeitsrecht, Kommentar zum Gesetz gegen den unlauteren
Wettbewerb (UWG), 2. Auﬂ., 2010, Band 2 に注釈を載せている。その意味で，本稿
のテーマはまさにレンギア教授が最も得意とする分野が交差したものといえよう。











































































































































































































































Heinz Müller-Dietz, Zum Bild des Strafverteidigers in der modernen
Literatur, Festschrift für Tiedemann, 2008, S. 1271-1288
〔紹介者まえがき〕
本論文の著者ミュラー・ディーツ教授（1931-）は，ドイツ・フライブルク大学
で法律学を学んだあと，同大学で博士号取得論文 (Müller-Dietz, Alles was recht
ist, 1983) 及び教授資格論文 (ders, Das Leben des Rechtslehrers und Politikers Karl
Theodor Welcker, 1969) を執筆し，1969年にザールラント大学の教授に就任した
（1997年に退職）。彼の主たる研究関心は，行刑問題に向けられ，そのコンメンター
ルは，ドイツ行刑法を知るうえで必須のものとなっている (Calliess/Müller-Dietz,
Strafvollzugsgesetz : StVollzG, 11 neu Auﬂage, 2008）。さらに，著者は，格言集や
詩集の編集も行い，文学と法との関係におけるエッセイも出版している (ders,
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※紹介者注 : Kafka は，1924年に死亡しており，本作品は1914年頃に執筆されたものである
が，その死後に発表されたものである。
法廷医師である Otto Prokopの鑑定で，前の Ponsoldの鑑定が明らかに誤りであっ
たことが判明し，Hetzel は，ようやく無罪判決によって自由の身となった。Karl
Petersは，その著名な誤判研究において，本件を，不十分な鑑定に基づく誤判事例
として挙げている (Peters, Fehlerquellen im Strafprozess : eine Untersuchung der
Wiederaufnahmeverfahren in der BundesrepublikDeutschland, 1. Bd., 1970, S. 134 ff.,
2. Bd., 1972, S. 167 ff., 187, 192, 202.）。
本小説では，特に 2人の弁護人を対照するかたちで，その活動について強調して








動は，その後，Joachim Wagner が詳細な研究を行い (Wagner, Strafprozeßführung
überMedien, 1987），また Klaus Volkがメディアを弁護活動の道具として利用する
ために「法廷のロビーで記者会見を行うことは，弁護人の正当な任務に含まれる」
と述べるなど (Volk, in : Nelles/Vormbaum (Hrsg.), Strafverteidigung in Forschung
und Praxis : Kriminalwissenschaftliches Kolloquium aus Anlaß des 70. Geburtstages
von JürgenWelp, 2006, S. 47 ff (50 f.)），学術的な関心も高いところである。さらに，
Klein は，最終弁論において，死刑問題，鑑定に関する法医学の整備，さらに再審法の
改革なども提言し，本件に限らない法政策的な観点からの主張も繰り広げている。



































他方，Siems の弁護人 Herbig は，被告人の自白は陪審裁判を避ける目的で行わ
れたものであるため，それを証拠から排除するよう求めた。しかし，Siems は，
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が肯定され (BGHSt 39, 1, 168 (183 f.) ; 41, 101 (105)），これは連邦憲法裁判所
























国 家』(Henrich, Der vormundschaftliche Staat. Vom Versagen des real
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